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「
戦
争
法
案
」ス
ト
ッ
プ
の
た
め
、
５
人
そ
ろ
っ
て

訴
え
る
党
市
会
議
員
団
（
石
山
駅
前
）
　
　
　
　

―市長に抗議文提出

憲
法
違
反
の
戦
争
法
案
に

反
対
の
声
を

　越市長は、通常会議会期中の記者会見で「集
団的自衛権を否定しない」旨を発言。杉浦市議
の質問には答えず、議会での議論を避けておき
ながらの発言は、議会を軽視するものです。
　党市議団は、市長に抗議文を提出。発言への
批判とともに、「戦争法案」は市民生活に重大
な影響を及ぼすもので、市長は憲法を遵守し、
市民の生命、財産を守る立場で市政運営に努め
るよう求めました。

※�杉浦市議は他に、保育問題、公設卸売市場事業、ケアセンターおおつの民営化について質問を行いました。

　大津市議会６月通常会議が、６月１日から約３週間行われました。
　いま安倍政権は、社会保障の削減を強めるとともに、反対世論や運動の広
がりを無視して「戦争法案」（安保法制）の成立に躍起になっています。
　その下で、大津市でも国民健康保険や介護保険の負担増をはじめ、市民福
祉を削ろうとする市政が続いています。党市議団は、憲法に則り、国政の暴
走から市民の命や暮らしを守る市政をめざし積極的に論戦しました。

憲法守り、 戦争法案
� 廃案めざす

　

安
倍
政
権
が
「
海
外
で
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
を

強
め
、
日
本
は
今
、
戦
争
か
平
和
か
の
歴
史
的
岐
路

に
立
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
中
で
も
「
安
全
保
障
関

連
法
案
＝
戦
争
法
案
」
の
慎
重
審
議
や
撤
回
を
求
め

る
世
論
と
運
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

国
会
で
は
「
戦
争
法
案
」
の
本
格
的
な
論
戦
の
中

で
、
日
本
を
「
海
外
で
戦
争
す
る
国
」
に
つ
く
り
か

え
る
法
案
の
正
体
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

市
長
は
憲
法
守
る
立
場

明
言
せ
ず

　

市
議
会
で
は
、杉
浦
市
議
が
法
案
の
問
題
点
を
示

し
、市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
べ
き
自
治
体
の
長

と
し
て
の
、「
戦
争
法
案
」
へ
の
市
長
の
見
解
を
質

し
ま
し
た
。

　

国
会
で
も
、
与
党
側
が
よ
ん
だ
憲
法
学
者
が
揃
っ

て
、
こ
の
法
案
は
「
違
憲
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
戦

争
を
放
棄
し
た
日
本
を
戦
争
す
る
国
に
変
え
て
し
ま

う
、
重
大
な
憲
法
違
反
の
法
律
で
あ
り
、
さ
ら
に
大

津
市
に
は
自
衛
隊
駐
屯
地
、
隣
の
高
島
市
に
は
日
米

合
同
演
習
が
行
わ
れ
る
演
習
場
も
あ
る
こ
と
で
、
攻

撃
対
象
と
さ
れ
る
可
能
性
は
高
く
、
市
民
が
危
険
に

さ
ら
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
法
案
に
反
対
す
べ
き

と
迫
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
市
長
答
弁
は
な
く
、
市
は
「
国
防
は
国

に
委
ね
る
べ
き
こ
と
」
と
法
案
に
も
憲
法
に
対
す
る

立
場
も
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
市
長
は
自
治
体
の
長

と
し
て
、
憲
法
を
守
り
、
国
に
対
し
「
戦
争
法
案
」

に
反
対
の
声
を
挙
げ
る
べ
き
で
す
。

市政へ

杉
浦
市
議
が
追
及

真摯な議会対応
憲法守る立場貫き

を

〇
第
一
の
問
題 �

米
国
が
戦
争
に
乗
り
出
し
た
際
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

や
イ
ラ
ク
で
も
）、
自
衛
隊
が
「
そ
の
時
、
戦
闘
行

為
が
行
わ
れ
て
い
な
い
地
域
」
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
で

も
行
っ
て
軍
事
支
援
を
行
う
。

〇
第
二
の
問
題 �

国
連
主
導
で
な
い
活
動
に
も
自
衛
隊
が
参
加
。「
停

戦
合
意
」
が
あ
っ
て
も
戦
乱
が
続
く
地
域
で
活
動

し
、
任
務
遂
行
の
た
め
な
ら
自
衛
で
な
く
て
も
武
器

の
使
用
が
可
能
に
な
る
。

〇
第
三
の
問
題  �

日
本
が
ど
こ
か
ら
も
攻
撃
を
受
け
て
い
な
い
の
に
、

「
集
団
的
自
衛
権
」
を
口
実
に
、
米
国
の
侵
略
戦
争

に
日
本
が
参
加
、武
力
行
使
を
す
る
危
険
性
が
あ
る
。

法
案
の
重
大
な

つ
の
問
題
点

３

街頭で訴える杉浦市議

市民と党市議団の要望実る
請願者の趣旨説明が可能に！

挙手する請願者（左側）

　大津市議会基本条例に規定した目標の具体化として、今通常
会議から、請願者が希望し議会の委員会で認められれば、委員
会で請願者が直接、趣旨説明をできるようになりました。これ
は党市議団が、議会への市民参加をと求め続けてきたことです。
　今回は、「子どもの医療費を小学校卒業まで無料に」という

請願について、請願者から説明がされました。「安全保障法案
の廃案を国に求める意見書の提出を」という２件の請願は、「意
見書を出してほしい」という内容だからと、説明は認められま
せんでした。（請願は３つとも不採択に）
　引き続き、議会への市民参加が進むよう取り組みます。


